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中嶋：経理財務本部長、中嶋でございます。本日はよろしくお願いいたします。 

それでは私から、第２四半期の決算のポイントを簡単にご説明させていただきます。 

お手元の資料 4 ページに、今回の決算のポイントを記載しております。 

こちらの内容を次のページ以降でご説明させていただきます。 
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5 ページ、決算サマリーでございます。 

受注は 2,643 億円と、対前年プラス 706 億円。為替の影響を除きましても 22.9%の大幅伸長となり

ました。 

売上は 2,059 億円、部品ひっ迫に伴う生産物量の頭打ちの影響もございまして、為替の影響を除き

ますと若干のプラス、0.4%の微増となっております。 

営業利益は対前年マイナス 6 億円の 136 億円。 

当期純利益につきましては為替差益、株式売却益の計上などもございまして、前年並みの 93 億円

となっております。 
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続きまして 6 ページ、営業利益の増減分析です。 

前年 FY21 上期営業利益 142 億円に対し、為替の影響を除きまして 60 億円の減益となっておりま

す。 

増収に伴う粗利増が 16 億円にとどまる中で、粗利率の悪化がマイナス 34 億円。販管費の増加が

ロシア関連の引当金と合わせまして、46 億円という内訳となっております。 

粗利率につきましては、部品価格の高騰、プロジェクト粗利率の悪化、物流費高騰などの複数の要

因によるものですが、吹き出しに記載しておりますとおり、第 1 四半期に比較いたしますと悪化幅

は大きく縮小しております。 

受注に対しては遅れているものの、売価アップの効果が売上にも徐々に表れてきたこと、またプロ

ジェクト粗利率の改善などによります。 
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続きまして 7 ページ、セグメント別の受注・売上・営業利益です。 

青色の制御でございます。受注がプラス 669 億円、為替を除いても 23.6%の伸長となっておりま

す。 

売上につきましてはプラス 215 億円、為替を除いてもわずかではありますが 1.2%の伸長を確保い

たしました。ビジネス特性として、受注から売上まで遅効性があり、さらに部品ひっ迫に伴うリー

ドタイム延伸の影響がある中で、第 2 四半期においてようやく売上が増加に転じてきております。 

営業利益につきましては、先ほどご説明いたしました粗利率悪化等の影響もございまして、16 億

円の減益となっております。 

続きまして黄色の測定器でございます。受注は対前年プラス 43 億円、為替を除いても 23.7%の伸

長となっております。引き続き EV 関連、エネルギー効率化向けの基本測定器、5G やデータ通信

高速化に伴う光測定器の需要が堅調でございます。 

売上は横ばいで、為替を除きますと約 2%の減収となっております。引き続き部品ひっ迫の影響を

受けておりますが、減収幅といたしましては縮小しております。 

営業利益は前年並みとなっております。 

最後に緑色、新事業他でございます。こちらにつきましては受注、売上ともに航機事業売却の影響

により減少しております。 
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営業利益は航機事業の損失がなくなったことに加え、新事業関連費用の昨年と今年の執行タイミン

グの関係で、11 億円の改善となっております。 

 

続きまして 8 ページ、制御セグメントの地域別の受注・売上です。 

この表は為替込みで示しておりますが、為替の影響を除きましても各地域で高い伸長となっており

ます。 

特に好調な地域は、昨年後半から大きく受注リカバリーが進んできている中東・アフリカで、為替

を除きましても倍増に近い伸長です。また第 1 四半期でマイニング向け大口受注を獲得した中南

米、旺盛な需要に支えられたインドも高い伸長率となっております。 
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続きまして 9 ページ、同じく制御事業の業種セグメント別の受注となっております。下から

Energy & Sustainability、Materials、Life の 3 業種セグメントでお示ししております。 

左側の受注でございますが、一番下の Energy & Sustainability は対前年プラス 383 億円、為替を

除いても 34.8%の伸長となりました。 

昨年の後半からリカバリーが進んできました Upstream が特に大きく伸長しておりまして、為替を

除きまして対前年プラス 68%の伸長となっております。このほか Downstream も 23%伸長。再生

可能エネルギーに関しましてはボリュームが大きくないため伸長率が振れやすいものの、この上期

といたしましては 52%の伸長を確保いたしました。 

続きまして紫色の Materials でございます。受注プラス 270 億円、為替の影響を除きましても

22.7%の伸長でございます。 

化学業種向けは昨年 2Q からリカバリーが進んできておりますので、第 1 四半期に比較いたします

と YoY の伸長率は縮小しておりますけれども、素材需要などにも支えられて 17%の伸長を確保し

ております。またマイニング関連、電気・電子業種向けなども堅調に推移しております。 

Life はプラス 16 億円、為替を除くとほぼ前年並みとなっております。 
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右側は売上でございます。こちらは受注に遅れて数字に表れているものですので、個別の説明は割

愛させていただきますが、1 点だけコメントいたしますと、昨年ほかの業種に先行して受注が回復

いたしました Materials が、今期の増収に寄与してきております。 

 

続きまして 10 ページ、こちらは従来から開示しております、少し細かいインダストリー別のトレ

ンドです。 

為替込みとはなっておりますが、こちらで 3 カ月ごとのトレンドをご確認いただくことが可能で

す。ご説明については割愛させていただきます。 
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ページ飛びまして 12 ページ、ここから今年度年間の業績予想の資料となっております。 

今回予想におきましては、前提となる為替レートを従来の年間平均 130 円から 135 円に変更して

おります。 

これに加えまして、また実質的な変更といたしまして受注予想を 200 億円上方修正いたしており

ます。 
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続きまして 13 ページ、営業利益の増減分析でございます。 

売上から利益までについては、為替以外見直しを行っておりませんので、こちらの資料につきまし

ては為替影響のみの変更となっております。 

 

続きまして 14 ページ、こちらがセグメント別の予想です。 
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同じく受注の上方修正、為替の前提の見直しでございますが、受注高の修正につきましては制御で

プラス 180 億円、測定器でプラス 20 億円が実質的な修正となっております。 

 

 

続きまして 15 ページに制御地域別、そして 16 ページに制御サブセグメント別となっております

が、こちらについては、説明は割愛させていただきます。 
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最後に 17 ページ、株主還元でございますが、中間配当金につきましては当初の配当予想どおり、

17 円で決議いたしております。 

私からの説明は以上です。 

続きまして、奈良よりご説明させていただきます。 
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奈良：奈良でございます。私から、現状認識と今後の見通しについてお話しさせていただきます。 

まず 29 ページ、現状認識についてご説明いたします。 

全体感から説明させていただくと、足元ではエネルギー関連業種の OPEX が好調で、幅広い素材

関連のお客様からの受注も堅調に推移しています。 

地域軸では、中東のお客様の投資意欲が引き続き高く、中国も Chemical 業種向けを中心に引き続

き堅調です。特に中国では環境や安全、品質向上のための需要も継続しています。インドではリフ

ァイナリなどの新規案件が活況です。 

一方、業種軸でいいますと Upstream ではオイル・ガスの価格が安定しており、ロシアからの供給

中止等を受けた需要増もあってエネルギー業種のお客様の OPEX 投資意欲が高い状況です。同様

に再生エネルギーについても各地で活発な動きが見られます。 

Downstream について、化学業種では半導体、EV などの高い需要を背景として好調が継続してい

ます。医薬、食品、水業種では、生産性、安全性、品質向上など、プロセスの高度化に向けたお客

様の投資意欲が引き続き堅調に推移しています。 

リスクとしては、インフレによるマクロ経済後退の懸念が強まる中で、引き続き COVID-19 変異

株再拡大に伴う経済活動の停滞や今なお続く半導体などの部品調達難、また部材、エネルギー価格
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や人件費高騰など、外部環境の厳しさが想定されますが、われわれはあらゆる手を打って、経営の

レジリエンスを高めていきたいと考えております。 

 

このような状況の下、FY22 の業績予想を確実に達成するため、売上高についてはプロジェクト案

件を確実に遂行するとともに、部材調達難へのあらゆる対応により、引き続きプロダクト生産物量

を改善していきます。 

また収益性の改善に向けて、部材価格高騰に対処するための適正な価格転嫁を継続的かつ確実に実

行するとともに、生産性向上施策の継続、および販管費効率の徹底により、コスト上昇圧力のイン

パクトを吸収していきます。 

引き続き FY22 の業績予想達成に向け、総力を挙げて取り組んでまいります。 
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次に、中期経営計画 Accelerate Growth 2023 のレビューについて、ポイントを絞ってご説明いた

します。 

こちらは AG2023 で掲げた目標を達成するための４つの基本戦略です。 

この４つの基本戦略の中から、いくつかハイライトして進捗をご説明いたします。 
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33 ページ、まず１つ目です。 

IA2IA、いわゆる自動化から自律化への対応、そして Smart manufacturing の実行と存在価値の変

革については着実に取り組みを進めてきており、われわれの提供価値の拡張が実行フェーズへと移

行している確かな手応えを感じています。 

具体的にはスライドの右側をご覧ください。IA2IA、Smart manufacturing を実現するソリューシ

ョンの新規パッケージ化を FY22 上期に 17 件、FY21 からの累計では 67 件と計画どおりリリース

しており、こちらの画像でご紹介しているように社内向けのポータルサイトにて、全ての拠点が情

報を共有して活用できる環境が整ってまいりました。 

これに伴い、IA2IA、Smart manufacturing のプロジェクトも順調に受注しており、FY22 上期実績

は 100 件に上っております。 

また、シェルがロッテルダム港に建設するヨーロッパ最大のグリーン水素プラントの MAC に選定

され、さらに米国の Grön Fuels 社から北米最大の再生可能燃料プラント向け技術・設備機器・サ

ービスの優先サプライヤーとして選定されるなど、当社の包括的なソリューション提案力、

MAC/MAIC としてのケイパビリティと実績が評価され、受注を後押ししております。 

これらの事例でご覧いただけるように、提供価値拡張の実行フェーズへと着実に取り組みを進めて

いる状況でございます。 
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YOKOGAWA は、社会全体がシステムとシステムの連携で有機的につながる SoS、System of 

Systems となる世界をリードすることを目指しています。 

先ほどご紹介した、ヨーロッパ最大のグリーン水素プラントであるホランド・ハイドロジェンⅠに

おいて、当社が MAC に選定されたことはこの SoS を通じた価値提供、YOKOGAWA が社会、サプ

ライチェーン全体をつなぐ機会につながると確信しております。 

水素サプライチェーンにおいては生産、パイプライン輸送、保管、供給など、さまざまな機能ごと

にオーナーが異なるシステムが存在します。このようなシステムを統合し、最適運用するためのシ

ステムを YOKOGAWA は提供することができます。 

われわれはこれまで培ってきた豊富な知見、経験、そして CI サーバなどのソリューションを活用

した高い技術で、これらのシステムを迅速に柔軟につなぎ合わせ、将来にも拡張可能なシステムを

提供してまいります。これからもお客様から最も信頼されるパートナーとして、SoS の世界をリー

ドするインテグレータへの変革を遂げてまいります。 

さらに CO2 の大幅な削減に寄与するこのプロジェクトへの参画を通じて、われわれのサステナビ

リティ目標の１つである、ネットゼロエミッションへの取り組みを加速してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

 

35 ページ、４つの基本戦略の２つ目です。 

業種対応力の強化と非業種依存のビジネス拡大についてご説明いたします。スライドの右側をご覧

ください。 

Energy & Sustainability 事業については、注力業種である再生可能エネルギー業種の受注が 44 億

円、昨年比 89.5%の伸びになっております。 

昨年買収した PXiSE Energy Solutions と YOKOGAWA のシナジー効果も既に発揮しており、買収

後半年以内で 2 件の受注を獲得しました。 

さらにアフリカ最大の地熱発電量を誇る、ケニア共和国のオルカリア地熱発電所において、遠隔統

合管理を行う IoT システムを導入するなど、ビジネスが順調に進捗しています。 

Materials 事業については、高機能化学業種が引き続き順調です。マーケット環境の好調さも背景

に、日本国内で培ったソリューションの強みを生かすことで海外受注が 77 億円、昨年比 88%増と

なり、売上についても順調に進捗しています。 

さらにマイニング業種においても海外拠点間の連携を強化した結果、南米で初めて大型案件を受注

するなど、グローバルでの組織の連携や、ドメインナレッジの共有を着実に進めてきた成果が表れ

ているといえます。 

Life 事業の注力業種である医薬、食品の受注は 103 億円、昨年比マイナス 1.5%となりました。 
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目下、海外ビジネス拡大のための人財育成、人財配置など、ビジネス拡大に向けたセール体制の強

化に注力しているところであり、受注、売上の拡大に向けて、これからの活動を一層加速してまい

ります。 

 

さて、当社はこの 7 月、製造業のお客様の DX を支援し新たな価値を提供していくために、横河デ

ジタル株式会社を設立しました。同社では製造業のお客様の経営から現場まで見渡し、一貫したソ

リューションを提供してまいります。 

また同社はコンサルテーションからシステムの実装、運用、保守まで、お客様の幅広い部門に 1 社

で対応することが可能であり、そして何より製造業の現場で DX を積み重ねてきた YOKOGAWA

だからこそ成し得る、現場が実感できるプラクティカルな価値、本当に成果に結びつく DX 支援を

提供してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

20 
 

 

YOKOGAWA は引き続き IA2IA/Smart manufacturing のビジネス加速、スケールアップに向けて

取り組んでまいります。 

以上、AG2023 の達成に向けた取り組みをご説明いたしました。 

 

事業環境は劇的に変化し続けておりますが、YOKOGAWA の目指す方向に揺るぎはございません。

社員一人ひとりが当事者意識を持って、自律的な行動をとり、マインドセットを変革していくとと

もに、AG2023 の取り組みを加速し、さらなる成長発展、高い収益性、そして非エネルギー業種ビ

ジネスの拡大を実現することで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 
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最後になりますが、われわれは「測る力とつなぐ力で、地球の未来に責任を果たす。」という

Yokogawa’s Purpose のもと、全社一丸となって取り組んでまいります。 

株主、投資家をはじめ、ステークホルダーの皆様には引き続きご支援のほど、よろしくお願い申し

上げます。 

ご清聴ありがとうございました。
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質疑応答 

 

[Q]：事業環境認識について、地域別・業種別での 3 カ月前からの変化を教えてください。 

[A]： 3 カ月前からの大きな変化はありません。 

欧州・CIS で見ると、ロシアではビジネスの新規案件を止めており、ロシアと関係が近い欧州でも

多少影響を受けています。そのため、欧州は他の地域に比べて伸びが少し鈍化している印象です。

他の地域は非常に堅調であり、前年同期比で高い受注の伸びを示しています。 

一方、中国の減速が顕在化しつつあること、欧米を中心に電気代含めてエネルギーコストが上がっ

ていること、インフレによるマクロ経済後退懸念などのリスクの要素があります。 

また、半導体部品調達状況も、3 カ月前と同様に厳しい状態が続いており、まだ改善していませ

ん。 

人件費等の高騰についても懸念しており、2022 年度後半から影響が出てくると考えています。 

現在、ビジネス側に大きく影響があるものはありませんが、今後 3Q、4Q で影響が大きく出る可能

性もありますので、慎重かつ柔軟・迅速に対応していきます。 

3Q、4Q に向けた受注残を確実に売上につなげ、生産性向上施策の実行などと併せて、利益を確保

していくことがポイントになると考えています。 

 

[Q]：来期の業績の考え方についても教えてください。 

上期の受注が強く受注残の水準も高い中で、来期の増収増益がある程度見えてきたと考えて良い

か。また、来期の営業利益の増減要因についての考え方について教えてください。 

 [A]：現時点で来年度のことを明確にお話しすることは差し控えさせていただきます。 

2Q が終わった時点での受注が非常に好調であることから、3Q、4Q においても受注をしっかりと

獲得していきたいと考えています。 

AG2023 の最終年度となる来年度は、トップラインを確実に伸ばした上で利益を出すことにこだわ

り、結果を出していきます。 
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実感として、メインとなる制御事業のセグメントを三つのサブセグメント体制に変更して、グルー

プの本社側だけでなく海外の各地域拠点側も全く同様のミラー組織をつくってオペレーションして

いることで、業種拡大効果によるパイプライン、引合いが多くなってきています。 

今後、YOKOGAWA の強みやシナジー効果でビジネスをスケールアップさせる領域を明確にして、

注力していくことがますます重要になってきます。システムの構築・最適化も行っており、効率性

も求めながら事業活動を行っていきます。 

また、来期の営業利益の増減要因について考えると、調達面ではコストが上がっていることに苦慮

しています。お客様に値上げのお願いをさせていただき実際に利益側への効果も見え始めています

が、コストアップで相殺され、若干負けている状態でもあります。 

フロント側での継続的な利益確保と、内側での DX 活用による効率向上など、双方の活動をしっか

りと実行していきます。 

 

[Q]： 3 カ月前から見たときに、社内計画の想定に対して実績がどうだったのか教えてください。 

[A]：社内計画を公開していないこともあり具体的な値で申し上げられませんが、今回の上方修正

の内容からご推測をお願いいたします。受注高については超過していますが、売上高については為

替を除いてほぼ前年並みと考えていた中、その想定を若干超えた実績となっています。 

一方、粗利率については、1Q でかなり厳しい数字であったため、すべてをリカバリーしきれずに

終えた上期実績となっています。 

販管費については、かなりの値上げ圧力等がある中で、計画どおりにコントロールしてきている状

況です。 

 

 [Q]： 通期では、上期の粗利の下振れを下期の売上増である程度カバーする考えですか？ 

 [A]：上期の実績を見ると、粗利率では年初に想定していなかった部分でかなりの値上げ圧力があ

るため、通期では年初想定よりも若干厳しくなることが見込まれます。受注が 1Q から計画を超え

ていることや売上の上積みがあることも含めて、現段階では、営業利益は当初計画どおりの考え方

としています。当然ながら粗利面をリカバリーすべく取り組みます。売上でカバーする部分、グル

ープ内での取り組みで実行する部分と併せて、現時点としては修正しておりません。 
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[Q]： OPEX/CAPEX に分けた場合の制御事業の受注の動向・見通しについて教えてください。 

[A]：OPEX 投資はかなり堅調に推移しています。特に生産性向上、安定化、品質改善・向上等に

対するお客様の投資が進んでいます。 

一方、CAPEX 投資については地域で濃淡があります。我々が得意とする地域の一つである中東で

は、お客様の投資意欲がかなり増しているという感覚があります。グローバルに見て全部の地域で

CAPEX 案件が数多く出るわけではないと考えますが、少なくともロシア-ウクライナ情勢を受けた

ロシア以外の地域へのエネルギートランジションなどから、エネルギー投資が多い中東にて今後も

CAPEX 案件が大きく期待できると考えています。また、アメリカは競合他社が強い地域ですが、

アメリカでも今後 CAPEX 案件が出てくると考えます。 

 

[Q]：下期計画上、受注の見通しが弱く見えるのはなぜか。 

[A]：保守的に見ているわけではありません。時間軸での受注獲得のタイミングを考慮した上で、

計画を立てています。CAPEX 案件の受注獲得のタイミングを見ると必ずしもすべての案件が今年

度に獲得できるわけではないこと、CAPEX 案件は足が長くリードタイムも長いことなどがありま

す。 

 

[Q]： 事業を成長させていくための人的リソースについて、短期・中長期目線でお伺いしたい。 

短期では、受注が好調な中、その対応に来期人員増が必要となるのか教えてください。 

また、中長期で攻めを考えた場合にデジタル人財の育成や、MAC を遂行できるような資格を持つ

人財などの人財育成を加速させるための取り組みについて教えてください。 

[A]：短期では、従前からお話ししているとおりとなりますが、人財のヘッドカウント 1 万 8,000

人弱を増やす方向にはありません。 

我々のビジネス領域のすそ野は広がり、得意な OT 領域から、IT を統合したビジネス領域へと中身

が変わっていきます。 
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また、新規事業の Life や Materials での業種拡大に伴って、お客様の業務プロセスをよく知ってい

て、お客様の課題や挑戦、将来に向けた戦略にしっかりと伴走してコンサルテーションできるよう

な人財が必要になります。したがって、そういった人財への転換・入替えが必要になります。 

社内では Internal DX を活用して最適化・効率化していきます。今まで例えば 100 人かかっていた

仕事を 80 人でこなしていくなど、DX 環境を活用しながら効率性を求めていきます。人財のケイ

パビリティの転換、最適化・効率化したシステムの活用で、人財のヘッドカウントはグローバルで

維持していくことになります。 

IT、OT、DX 関連をしっかり理解して製造業の皆様に貢献できる人財を獲得するとともに、効率性

を上げていくことにより、ビジネスを成長させていきます。 

中長期では、MAC/MAIC に関する人財、IT/OT コンバージェンスの実行に関わる多様な人財の確

保も必要となります。S.I.R.I.という資格を、競合他社や IT 企業でも取得しています。Smart 

manufacturing を正しく評価して、その評価結果に基づき適切にアドバイスできる資格です。IT、

OT 全体を通して Smart manufacturing を実現するようなケイパビリティを持っている人財です。 

YOKOGAWA ではこの資格を持っているのはグローバルで 30 数名います。欧米系の競合他社に比

べてもトップクラスの人数となっています。今後 Smart manufacturing の案件を実行していく上

で、こういった人財を増やしお客様からの信頼を獲得してジョブを実行していくことが重要になり

ます。 

 

[Q]： 2030 年に売上 1 兆円規模を目指す中で、プラント業界の制御というビジネス領域で、

YOKOGAWA がキャプチャーできる潜在的な市場の規模（TAM）はどのぐらいの大きさなのか教

えてください。 

[A]： OT の分野でプラントの計装をターゲットにしていた過去の TAM（Total Addressable 

Market：全体の市場規模）、SAM（Serviceable Available Market：獲得しうる最大の市場規

模）、SOM（Serviceable Obtainable Market：実際にアプローチできるお客様の市場規模）は、

かなり限定的な範囲だったと思います。 

考え方として、現在、YOKOGAWA はこれまでのオイル&ガス業種にフォーカスしたビジネスから

業種に依存せず多業種にわたるビジネスを拡大してきており、その拡大スピードが想定よりも加速

してきていることが大きなポイントとなります。また、品質向上、アセットマネジメント、エネル
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ギーマネジメントなど業種に依存しないすべての製造業に共通するお客様の課題・チャレンジに対

して拡大できる要素があることもポイントとなります。 

さらに、サプライチェーンに広がる要素としては、プラントでいうと、これまで L1、L2 の制御レ

ベルの階層から、L3、L4 の MES や ERP などの情報系、クラウドを活用したビジネスがこれから

さらに増えていくことになります。 

すべてを網羅できるわけではないですが、獲得できる SAM 関連、あるいは SOM の領域は多くな

ると考えています。強みをしっかり活かせるような分野を見きわめ、そこに人財やテクノロジーを

投入していくことで、2030 年の姿が見えてくるイメージです。 

 

[Q]： 下期計画を変更していないが、販管費の増加をリカバリーしていけるのか、それとも厳しさ

が少し残ると考えておいたほうがいいのか教えてください。 

[A]：上期の販管費としては計画どおりの実績です。経理財務の面から言えば、若干余裕を残して

終えられたほうが良かったとは思っています。 

昨年度は下期、特に 4Q に販管費の執行が集中したこと、今年度は 1Q に DX 基盤関連の費用の執

行が集中したことを踏まえ、下期はなんとか計画の範囲でマネージしていけると見込んでいます。 

しかしながら、今後のリスク要因として、インフレ圧力、外部に依頼しているものへの価格上昇圧

力、時間をかけて効いてくる社員の給与等があり、随時ウオッチしながら全体の執行をコントロー

ルしていきたいと考えています。 

 

[Q]： 下期にかけてプロダクトなどの需要が好調である中で、部品調達が厳しい状況にある。生

産、売上を伸ばしていく見通しは立っているのか。 

[A]： 部品調達の厳しい状況が続いている中で、パートナー企業と協力しつつ、事業部側・生産側

で創意工夫をしながら、絶えず対応している状況です。例えば、パートナー企業で部品メーカーか

ら入手できない部品があれば、YOKOGAWA が代わりに入手しパートナー企業に供給するなど、協

業してなんとか確保している一面もあります。楽観視できませんが、日々臨機応変に対応しなが

ら、生産、売上を伸ばしていきます。 
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[Q]：通期の営業利益分析の予想で粗利率悪化の部分を変更していないが、下期にどう挽回してい

くのか。 

[A]：年初に想定していなかった部分として原価圧迫要因が出てきており、厳しい状況です。一

方、受注として値上げを実現したものの、上期に売上に効いた部分はその 3 分の 1 弱となっていま

す。値上げの効果は下期から確実に出てくると見ています。 

受注側での値上げについては、月を追うごとに確実に実績として表れてきています。引き続き、し

っかりと改善していきたいと考えております。 

プロジェクト関連については、地域によりますが、比較的コストに見合った価格で受注させていた

だいているケースが多くなってきています。1Q で出た工事損失等々を上期ではリカバリーし切れ

ていないところもありますが、受注残粗利から見て、下期である程度リカバリーしていけると考え

ています。 

コスト上昇側というよりは、リカバリー側をしっかり追加で積み上げていきたいと考えています。 

 

[Q]：為替感応度の前提について教えてください。 

5 円円安方向に修正された中、為替影響による営業利益の影響幅がやや少なめの印象があります。 

[A]：これまでの為替の動きは、円が独歩高もしくは独歩安という場合が多かった。今回は、通貨

によって動きが異なっており、ドル円でかなり為替は動いている中でその裏側ではほとんど見直し

ていない通貨もあるため、為替感応度がこれまでよりも低くなっている状況です。 

 

ここで当社より、1 点お知らせをさせていただきます。 

[M]： 12 月 9 日に IR デー、DX 説明会を開催させていただきます。師走のお忙しい中とは思いま

すが、皆様のご参加をお願いします。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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